
お名前

旅のしおり
2018.8.16（木）～ 2018.08.17（金）

海なし県・埼玉発!

未来の海を守ろう
海と埼玉研究所
未来の海を守ろう
海と埼玉研究所
未来の海を守ろう
海と埼玉研究所

海の現状を学び、海へと広がる豊かな河川を守る為のプロジェクトです。
このプロジェクトは日本財団「海と日本プロジェクト」の一環で実施しています。

美しい未来を子どもたちに」をコンセプトに、保育園、幼稚園、小学
校、地域のお祭りなどでエコや地球環境について、わかりやすく歌
うステージを展開。
音楽、体操、絵本の読み聞かせの体験を通して子どもたちの健やか
なる成長を図るとともに、地域の活性化をお手伝いするユニット!

ゲスト「にゃんたぶぅ」

こちらのイベントの模様は、
テレビ埼玉 『情報番組マチコミ』 平日16：30～17：45
● 海の日本プロジェクト公式Youtubeチャンネル・新聞等で
放送・掲載する予定です。



埼玉県は、河川の面積が3.9％で日本一となるなど、

河川との縁が深い「川の国」。

ただ、皆さんはご存知ですか？

川は海につながり、山や川の養分が、海を育てているという事を。

川を守ることは海を守ることにつながります。

未来の海を守るために、

海なし県の私たちにだって出来ることはきっとあるはず！

集合日時

集合時間

集合場所

8月16日（木）

08:00（時間厳守）

テレビ埼玉本社入口

主催： 海と日本プロジェクトin埼玉県実行委員会（テレビ埼玉　東京支社内）　tel 03-3571-2538（平日/10:00-17:00）
協力団体： 埼玉県・県立川の博物館・ＮＰＯ法人 大洗海の大学
              株式会社エイチ・アイ・エス 公務・メディア・スポーツセクション
              バス会社：株式会社美杉観光バス
              宿泊施設：茨城県立児童センターこどもの城

各種手配・連絡先

[バスでご来社の場合]
JR浦和駅西口バスターミナル２番のりばから｢浦13｣
又は｢浦桜13｣、｢浦12｣で約５分｢市役所北口｣で下車
[タクシーでご来社の場合]
JR浦和駅より約５分、JR武蔵浦和駅より約１０分

持ち物チェックリスト

リュック

帽子

着替え

夜寝る時用の部屋着

下着

靴下 （川に入る時にも使います）

水着

着替え用のタオル （水着着脱用）

バスタオル

フェイスタオル（汗拭きタオル）

サンダル（かかとのあるもの）　※川で使うので汚れてもよいもの

ビニール袋

雨具（折り畳み傘、レインコート）

洗面用具（歯ブラシ、歯磨き粉等）

水筒

常用薬（酔い止め、腹痛）

日焼け止め

筆記用具

しおり

保険証のコピー

お金

「海と埼玉研究員」として
みんなで楽しく
学んでみよう

「海と埼玉研究員」として
みんなで楽しく
学んでみよう

当日の緊急連絡先 株式会社 エイチ・アイ・エス　松村（マツムラ）　tel 080-4177-0975



8:00

9:30

10：00

11:40

12:30

14:00

16:00

18:00

21:00

テレビ埼玉本社入口集合 （さいたま市浦和区）

バスで「川の博物館へ」 （寄居町）

「川の博物館」到着

①海なし県・埼玉県と海のつながり

　～海と川の関係性について学習

②体験：川に住む生き物を調べてみよう！＆川の水質調査！

　川に住む生き物を調べてみよう！

　水質も調査、生き物との関係は？？

<川の博物館内で昼食> 

③体験：川の生き物ってどんなの？

　博物館内を見学！※魚のエサやり体験も可能

「川の博物館」を出発

「大洗海の大学」到着 （茨城県大洗町）

④大洗の海で見られる魚について

⑤体験：魚をさばいてみよう＆新鮮な魚を味わおう！

<夕食はBBQ>

「茨城県立児童センターこどもの城」へ移動

到着後、滞在中の注意事項説明、みんなで花火、入浴

就寝

8月16日（木） 川の博物館で学んだことをメモしよう！

海の大学で学んだことをメモしよう！

8月16日（木）のまとめ



8月17日（金）のまとめ

6:30

7:30

8:30

10:00

12:00

13:00

15:30

18:00

起床

＜「茨城県立児童センターこどもの城」朝食＞

⑥体験：海辺でゴミ拾い（大洗サンビーチ）     

⑦体験：海の危険について学ぼう

　ライフセービング体験     

<昼食～カジキミュージアムへ移動～>     

⑧２日間の学習のフィードバック     

テレビ埼玉本社に向けて出発     

テレビ埼玉本社到着後解散     

8月17日（金） 海辺のゴミ拾いで学んだことをメモしよう！

ライフセービング体験で学んだことをメモしよう！


